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「つくばスタイル」で県内の山と町をつなぐ 
住宅振興地「つくば」と地域材             「つくばスタイル」木の家クラブ 

 
 
 
 
 

 
つくばハウジングパーク（住宅展示場） 

 
住宅振興地「つくば」 

茨城県の南西部に位置するつくば市は、北に関東

の名峰筑波山を擁し、東に霞ヶ浦を控えた、田園風

景の広がる平野地域です。成田空港を有する成田市

にも近く、1985 年には万博（国際科学技術博覧会）

が開催されました。また、東京にある国の試験研究

機関等を計画的に移転することにより東京の過密緩

和を図るとともに、高水準の研究と教育を行うため

の拠点を形成することを目的とした筑波研究学園都

市としても位置づけられ、中心地には数々の国の研

究機関が建ち並んでいます。 
2005 年には、首都圏最後の新線と言われた、つく

ば－秋葉原間を最短 45 分で結ぶ「つくばエクスプ

レス（TX）」が開通し、首都圏の通勤圏内の新たな

ベットタウンとして、つくば駅周辺の沿線地域や県

南地域では大手住宅メーカーやデベロッパーを始め

とした住宅地開発が活発化し、行政や研究機関、建

築家や民間団体など、様々な関係者による新しい住

宅や町づくりが展開されています。つくば駅と研究

学園駅の中間に位置する「つくばハウジングパーク

（住宅展示場）」には、メーカーその他各社 32 棟の

モデルハウスが建ち並んでいます。 
 南東部太平洋沿岸には鹿島臨海工業地帯が広がり、

輸入材の供給も盛んで、ベイマツ原木の関東圏への

供給拠点にもなっています。一方で、茨城県北部地

域には、古くからの優良な木材産地があります。福

島県から栃木県の県境を南下し筑波山まで続く八溝

山地では、杉や桧の植林地が多く、昔から林業や木

材産業が盛んな地域です。しかし、同じ県内にも関

わらず住宅開発が盛んな県南部では、県北部からの

主要な木材流通も無く、県内に木材産地があること

さえ知られていないのが一般的です。 

 
 
 
 
 

 
「いばらきの家」モデルハウス（住宅展示場内） 
 
材木屋からはじまった「地元」への取組み 

「つくばスタイル」木の家クラブは、地元の民間

建設会社である（株）茨城県南木造住宅センターが

手掛けている活動ですが、県産材への取組みは、材

木屋である親会社、（株）角幸から始まっています。

（株）角幸は、明治 43 年に中村材木店として創業

以来、幾度かの商号変更を経て現在に至る、古くか

らの地元材木屋です。 
「地元」へのこだわりは 30 年ほど前、当時の節

有り材は材木ではないという風潮や、輸入材や集成

材の需要が拡大する状況に対して、現在の会長の、

茨城にも使える木がたくさんある、節有りや無垢材

をもっと使おう、という思いから始まりました。ま

た、材木屋は木材を売るだけでは駄目で、ちゃんと

使える木材を提供し、かつ地元の大工が地元に合っ

た家づくりをやっていけるようにしなければと、県

内の材木屋や工務店に声をかけ、地元の木材住宅を

振興する協同組合を設立しました。そこで開発し売

り出されたものが「いばらきの家」です。県の協力

も得て商品開発や共同分譲などが行われました。 
その後、協同組合形式では住宅建設において責任

の所在が不明瞭であったため、会社組織に変更し、

県南、県北、県央の３地域に株式会社を設立し、各々

10 年ほど事業を展開しましたが、県北、県央は事業

が立ち行かなくなり廃業、県南のみ、つくばエクス

プレスの開通を機にもう一頑張りしようと存続しま

した。その中で「つくばスタイル」木の家クラブの

活動も始まっています。 
茨城県南木造住宅センターは地元の一住宅会社で

すが、このような経緯から協同組合時代からの実績

や志を引き継いでいるため、現在でも地域の材木屋

や大工、行政などからの協力が得られています。 
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「つくばスタイル」で県内の山と町をつなぐ 
「つくばスタイル」木の家クラブ            「つくばスタイル」木の家クラブ 

 
 
 
 
 

 
「いばらきの家」モデルハウス（内部） 

 
木の家クラブの発足 

 「つくばスタイル」木の家クラブの活動拠点であ

る「いばらきの家」は、（株）茨城県南木造住宅セン

ターのモデルハウス兼事務所です。「いばらきの家」

は開発以降その都度改良が加えられ、現在のモデル

ハウスは第５世代と呼ばれるもので、太陽や風など

自然の力を活かしたパッシブデザイン（神戸芸術工

科大学教授、小玉氏協力）を採用し、構造材や仕上

材などへ積極的に県産材を活用した住宅です。 
 活発な宅地開発に伴い、大手メーカーの住宅ばか

りが建ち並ぶ町になりつつあり、地域工務店や職人

などの地元の力や「いばらきらしさ」、「つくばらし

さ」の喪失を防ぐため、地元の業者が地元で活躍で

きる仕組みを作ることを目的として、2006 年 8 月に

クラブが発足しました。木の家に暮らしたい、納得

の家づくりをしたいという住まい手に、いいものを

選ぶための知識と選択肢を得てもらうため、各分野

のプロフェッショナルが集まり、様々な情報提供を

行うと共に、家を買うのではなく、地域の力によっ

て創るということにこだわり、郊外ならではの潤い

と楽しさ、都市的な快適さ、つくばならではの地的

な環境、を享受できるライフスタイルを「つくばス

タイル」と位置づけ、活動を展開しています。 
『木の家クラブは、住宅開発が活発なつくばで生

き残っていくために、早い段階から会社のファンを

育て、家づくりの潜在的な顧客を囲い込んでおきた

いという思いと、社内だけでは出来ることが限られ

るため、出来るだけ外部の力を得て総合的に木の家

の魅力を発信したいという思いから始めました。お

客さんにも様々な情報を得てもらいつつ、自分達も

勉強していくということが、現実的かつ効果的だと

思います（木の家クラブ事務局長）。』 

 
 
 
 
 

 
森林見学会 
 
木の家クラブの仕組み 

木の家クラブは、一般ユーザー（メンバー）を中

心に、家造りに関わる各分野の専門家（サポートメ

ンバー）が取り囲む形で構成されています。メンバ

ーには家に関する情報をしっかり学びたいという人

が多いため、家づくりに必要な土地の情報、設計の

情報、木材や職人、インテリアなど、満遍なく情報

を得られるような形としてスタートしました。 
また、茨城県では住まいに関する様々な情報を発

信する拠点に対する「茨城住まいの情報館認定制度」

があります。県の助成制度や県で活躍する建築家の

紹介など、銀行のローン窓口や建築行政機関などが

認定を受けています。一民間企業には利益にならな

い情報もありますが、民間のモデルハウスとしては

唯一「いばらきの家」が認定を受けています。 
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「つくばスタイル」で県内の山と町をつなぐ 
木の家クラブの活動と今後の課題            「つくばスタイル」木の家クラブ 

 
 
 
 
 

 
家づくりワークショップ 

 
木の家クラブの活動 

 クラブでは土曜又は日曜に開催する各種イベント

を中心に活動しています（年 10 回程度）。メンバー

と各種専門家との交流を主目的に、山側の林産地を

体験する森林見学会や木材市場・製材所見学会、木

造建築現場見学会、近隣の若手建築家との座談会、

家づくりワークショップ、家の絵本の読み聞かせ会、

地域の和紙を使った手作りランプシェード教室、組

子コースター教室など、メンバーからの立案による

イベントも多いそうです。モデルハウスを利用した、

家のメンテナンス教室も開催されています。モデル

ハウスも時間が経つと、床板の傷の付き具合や壁の

お手入れ方法など説明しやすいとのことです。イベ

ントのスタッフは全て社員で、費用も全て自社の持

ち出しで行われているため、参加費は物を作る時な

どの材料費のみ、各イベントの講師に対しては、講

師にとっても営業できる場が得られるので講師料等

の支払いはしない、という考えで行われています。 
『木の家クラブをやっていて一番良かったことは、

参加しているサポートメンバー（各種専門家や業者）

のつながりが強くなったことです。今まではつなが

りが希薄でしたが、お互いに意見や情報交換が出来

るようになりました。自分自身にとっても、建設会

社には話し難いが、他のサポートメンバーには話せ

るようなこともあるのだなと、ユーザーの色々な視

点からの話を聞くことができ、勉強になっています。

木の家クラブの活動を始めて、住宅の受注が増加し

たということには至っていませんが、クラブのイベ

ントに参加した人は、家を作ったあとの満足度がと

ても高いように感じています。家を作った後も継続

してイベントに参加してくれる住まい手も増えてい

ます（木の家クラブ事務局長）。』 

 
 
 
 
 

 
メンテナンス教室 
 
県産材の取組、今後の課題、環境指標 

県北に木材を生産する林産地があり県南に木材を

使う住宅ニーズがあるのに、これらを結ぶ流通がな

いので取組もうという理由から、建設会社にとって

は問屋や建材店などを通した方が、木材の品質も安

定して良いのですが、協同組合時代の製材所等の仲

間も多く、製材所から直接木材を購入する形で、県

産材利用に積極的に取組んでいます。最初はなかな

か協力を得られなかった製材所でも、木材をコンス

タントに発注することで、着実に協力を得られるよ

うになりました。現在年間 20 棟ほど手掛けている

住宅では、県産材 100％の住宅は約 8 割、一部梁や

床に輸入材を使う場合もありますが県産材を全く使

わない家はなく、モデルハウスが出来てから、県産

材のニーズが圧倒的に増えたそうです。 
『今後の課題は、森林や木材以外の土地やインテ

リア等の基本情報の質の向上です。もっと多くのサ

ポートメンバーを巻き込む必要もあります。県産材

の品質の確保も課題です。製材所はみな小規模なの

で、特に乾燥に時間がかかり納期に影響しています。

また、環境指標は可能であれば使いたいですが、現

場にとっては難しいものが多いです。モデルハウス

の来場者にいきなり難しい話はできません。もっと

簡単に説明できる指標が欲しいです。マークなどは

分かりやすいと思います。ウッドマイルズは県産材

を使う理由として説明し易く、お客さん達にも評判

がいいですが、茨城県では県産材の定義が「県内に

ある工場が生産したもの」なので、全ての材の流通

ルートを具体的に辿り数値化することが困難な状態

でもあります。数値ではなく、木が好き、居心地が

いい、といったところで選んでもらっているのが現

状でもあります（木の家クラブ事務局長）。』 
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「つくばスタイル」で県内の山と町をつなぐ 
関連事業者レポート                  「つくばスタイル」木の家クラブ 

 
 
 
 
 

 
90 年生のヒノキ林（佐藤林業） 

 
佐藤林業 

 県内でも林業の盛んな県北地域（常陸太田市）で、

先代からの山を引継ぎ３代目として専業林業を営ん

でいるのが佐藤林業の佐藤さんです。木の家クラブ

との付き合いは３年ほど前に製材所から紹介を受け

たことがきっかけで始まり、木の家クラブの森林見

学会も年に数回受け入れています。茨城県南木造住

宅センターでも、製材所を通じて佐藤林業の木材を

多く購入するようになりました。 
佐藤林業では年間約 800m3 の原木を販売してい

ますが、その内約 7 割が市場へ販売、残りの約 3 割

は立木のまま直接販売しています。八溝山系はスギ

の植林地が多い地域ですが、寒い地域で杉の凍裂が

多いためヒノキに変更し、所有する 156ha の山林は、

スギが 4 割、ヒノキが６割です。この辺りの地域は

ヒノキの北限地域でもあるそうです。 
 佐藤さんは森林ボランティアの受入や地域の勉強

会なども積極的に行い、地域林業のリーダー的存在

でもあります。８年前から続けている森林ボランテ

ィアは、会社を定年し山仕事をしたいという人達が

いると知人から打診を受けて始めたものですが、福

島や千葉という県外からも参加者が来て、今では林

業の仲間になっています。また、林業経営が厳しい

中、周囲の林家は小規模林家かつ山仕事の知識や技

術を持たない所も多いため、地元にも声をかけ、一

緒になって林業教室などの地域教育も始めています。 
『住まい手の森林ツアーなど、外部の人達が来てく

れることはとてもためになります。今までは山側の

関係者だけの世界でしたが、エンドユーザーの顔が

見えることはやりがいが出ます。１人では行き詰る

ことでも、色々な人が来て交流が広がれば、色々な

ことがプラスになると感じています（佐藤さん）。』 

 
 
 
 
 

 
常陸太田市森林組合 
 
常陸太田市森林組合 

 地域の森林整備と木材売買を主な事業としている

常陸太田市森林組合は、木の家クラブの見学会その

他の相談に応じてくれる協力者でもあります。この

辺りの地域は古くからの林業地なので、団塊世代以

上の人達は山に対する関心も高く、きちんと手入れ

された山も多いそうですが、材価の低迷という厳し

い現状では経営が成り立たず、専業林業は２人しか

残っていないとのことです。20 年前までは、この地

域の材も九州や青森まで流通していたそうですが、

今は流通する価値がありません。地域の大工も地域

に仕事が無いため、市街地に出て大手メーカーの仕

事をしています。 
『佐藤林業さんの活動は注目しています。みんなで

やれば色々なことが出来ます。周辺地域の山にもず

いぶん手が入ってきました。佐藤さん達を見ていて、

意識の高い人達がやればだんだん良くなる、このよ

うな活動が各地で少しずつ変えていくしかないと思

いました。まずは山に関心を持ってもらって１度で

も見に来てもらうことが大切で、我々山側の業界は

今までこのようなことをやってきませんでした。製

材所や工務店など一民間企業だけでの活動は厳しい

と思いますので、見学会の企画など、森林組合に積

極的に相談してもらえたらと思います。 
しかし、地域材を積極的に使うという人はまだ少

数派なので、木材の使用量で考えると山を救うまで

には至らないのも事実です。木を生かす仕事が少な

い現状では、木を使う大工の技術が伝承されないこ

とも心配です。林業の現場では安全、効率のため機

械化が進んでいますが、環境保全を訴える山仕事で、

大量に化石燃料を使う重機を増やしていいものかな

ど、考えてしまいます（常陸太田市森林組合職員）。』 
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「つくばスタイル」で県内の山と町をつなぐ 
関連事業者レポート                  「つくばスタイル」木の家クラブ 

 
 
 
 
 

 
皆川製材所 

 
皆川製材所 

 茨城、福島、栃木３県の約 20 ㎞県内から原木を

調達し、構造材、羽柄材など、地域の杉材を供給す

る製材所で、出荷先は 9 割が市場、残りの 1 割が工

務店で茨城県南木造住宅センターもその一つです。

戦前から 4 代目となる皆川製材所は、以前は地域に

桧が少なく首都圏に桧の得意先もあったことから主

に桧を挽いていたそうですが、現在は杉を主に年間

約 5,400m3 の原木を取り扱っています。茨城県南木

造住宅センターとの取引は、グリーン材が主であっ

た当時、天然乾燥をやっていたので一緒にやろうと

誘われたことから始まりました。今でも数ヶ月天然

乾燥させ、機械乾燥は仕上げとして使っています。 
『昔は 1～2 年、エネルギーを使わずに天然乾燥し

て使うのが普通でした。強度や含水率の表示は、本

当に良いもののための指標ではなく、クレームを無

くすための指標だと思います。本物の木であれば、

割れるし節もあります。これらを本物の木の証とし

て正直に売ることが大切で、使う側も即決せず、じ

っくりと時間をかけて理解してから使ってもらうこ

とが理想です。木材の価格もしっかりと説明すれば

決して高くないはずです。今の材価では、山の再造

林までは不可能で、林家も次々にやる気をなくして

いる状態です。杉の苗木生産が盛んな地域なのです

が、肝心の山の再造林に使うお金が、林業経営だけ

では捻出できない状態です。 
 また、原木調達は 20 ㎞圏内なのでウッドマイル

ズも優秀ですが、木材の環境指標は、排出する CO2
の削減も大切ですが、何よりも山の CO2 吸収に繋

がることが大切です。そして消費者マーケットでは

なく、あくまでも治山治水、国土保全を主目的とし

た活動であるべきだと思います（皆川製材所社長）。』 
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野上製材所 

 八溝の地域は杉を挽く工場が多いですが、野上製

材所は現在の３代目から桧を始め、最初は桧の造

作・羽柄材を、その後工場を増築して桧の構造材を

生産しています。原木の取扱量は年間約 6～

7,000m3、今はプレカット工場が主流なので構造材

の量が多くなっています。原木調達エリアは 70 ㎞

県内程度で、原木市場からと山から直接の２通りあ

り、床板などで必要となる高齢級の原木は、近場で

はほとんど無いそうです。出荷先は水戸、つくば、

土浦等で、8～9 割が市場、残りが工務店です。 
『一本の原木からは構造材、羽柄材、板材など様々

な材が取れるので、製品を絞り込み大量生産するこ

とは、大規模な山林家でないと無理です。うちは小

規模なので、小ロット、多様生産で対応するため、

様々な丸太を仕入れています。大手メーカーのよう

なニーズには対応できません。製品市場への出荷は

量が売れるメリットがありますが、その先のユーザ

ーが見えないことが欠点です。「つくばスタイル」の

ように、実際に使う人が見えることはとてもいいで

す。見学会などの企画も、昔から地域の小学校等か

らの見学会があったので、全く苦ではありません。 
 現在取引のある工務店は数社ですが、多少注文内

容が変わっても、定期的なユーザーになってもらえ

ると助かります。もちろん仕様を標準化してもらえ

ればより多くの量を出すことも可能です。正しいか

どうかは別として、強度や含水率などの要求品質に

も応えられるようにしなければと思っています。 
 ウッドマイルズの様な地産地消のための環境指標

は、小規模なところにとってはとても有難く、地域

での囲い込み無しでは、地元の小規模製材工場は、

生き残れないのも現状です（野上製材所社長）。』 
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